
開催日時 令和 5年 7月 21 日（金）10：00～11：30

開催場所 室蘭市中小企業センター 3階 大会議室

出 席 者 別紙のとおり

議 事 １．令和５年度の主な取り組みの実施状況について

２．室蘭市地域公共交通網形成計画の改定について

【議事１】

ž 事務局より議事１について資料説明。

有村会長）

ž ワンコインパスの金額を段階的に引き上げることについて、町会からはどのような声

が上がっているか民生委員であるA委員にお聞きしたい。

A委員）

ž 町内会連合会でも各町会から利用者がいると言う話は聞いている。

ž 以前の協議会資料で示されていたかもしれないが、利用者の推移が分からないので教

えていただきたい。

ž また金額が3,000円から12,000円と4倍へ引き上げしていくのに、どのくらいの期間で

引き上げしていくのか事務局にお聞きしたい。

事務局）

ž 令和8年度を目途に段階的な引き上げを予定していると聞いている。

ž 利用者の推移は、数字として示すことは出来ないが、想定していた4倍の利用があった

と聞いている。今後事業を継続していくためには、利用者にも購入費用を負担していた

だく必要があると考えている。

A委員）

ž 今後免許の返納者が増えていくなかで、返納者に対し、広報などで周知を工夫していく

など利用者を増やす手立ても並行してあるのかなと思う。

有村会長）

ž 他に質問、意見があればお願いしたい。

B委員）

ž ワンコインパスの料金が7月から上がったと思うが、6月に駆け込みで購入された方が

多かったと思う。

ž 段階的に引き上げとあるが、引き上げされていくにあたって購入者の見通しはどのよ

うに考えているか。
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事務局）

ž 段階的な引き上げについては、今回、パスの購入費を3,000円のまま利用期間を半年と

したように、次年度以降も、パスの購入費を変えずに利用期間を短くしていくことを想

定しており、最終的には令和８年度を目途に、１年間のパス購入費としては12,000円と

なるようにしていく予定。

ž 利用者の推移について、引き上げに伴い利用者の減少は予想されるが、免許を返納され

る方への助成等は引き続き実施していくなど、利用促進を図っていきたい。

ž 利用者に負担をお願いすることにはなるが、ワンコインパス事業の継続のためにも、パ

ス購入金額の引き上げが必要と考えている。

ž 駆け込みの購入について正確な数字は分からないが、多かったのではないかと予想し

ている。

有村会長）

ž 令和8年度を目途に引き上げということだが、あわせてどこまでサービスレベルをあげ

ていくかという検討も必要だと思われる。

ž 年間12,000円になるのにあたり、サービスレベルを上げることにより収益構造がよく

なるのではないかと思っている。

ž ちょい乗り白鳥台も結果を見てみると、無償より有償のほうが利用者数は減った。

ž ちょい乗り白鳥台は白鳥台住民にとって、あった方が良かったのか民生委員であるB委

員にお聞きしたい。

B委員）

ž 乗降出来る場所が75箇所もあるとしても、足が不自由な人などからは、やはり家の前ま

で走ってほしいという声が多い。

ž 今年、ちょい乗り白鳥台の実施がないのは残念だという声も聞いている。

有村会長）

ž 今までなかったサービスをすぐにサービスインするのは難しい。

ž 需要が高いサービスに対して、利用者がどのくらいの金額なら払えるかどうかの見極

めが必要。

ž 3,000円だったものが12,000円に引き上げとなったときに、12,000円のサービスって何

だろうということを考えながら実証実験を進めていってほしい。

【議事２】

ž 事務局より、議事２について資料説明。

有村会長）

ž 計画改定につき、やってほしい調査や事業等の要望はあるか交通事業者の意見を聞か

せてほしい。

C委員）

ž 人員不足が非常に大きな問題となっている



ž 現在の運転手で 50 歳以上の方が 70％を超えている状況を踏まえると、今も人員は足り

ていないが、将来 10～20 年後には運転手のなり手がいない、募集しても若い人が入っ

てこないという状況になっていくだろう。

ž 労働者不足問題は、バス業界のみならず大きな問題になりつつある。

ž この問題に対して検討していただかないと、せっかく良い計画ができたとしても、形だ

けのものとなってしまうため、そうならないようにしていただきたい。

D委員）

ž タクシー業界も同様に人材不足が大きな課題になっている。

ž 乗務員だけでなく管理職も含めて人材不足が進んでいる状況。

ž 室蘭ばかりでなく、登別も似たような状況である。

ž 人員不足により、お客さんが乗りたいときに自由に乗れない状況が現実問題として非

常に大きくなっている。

有村会長）

ž 運転手不足は室蘭だけでなく全国共通の課題となっている。

ž このような状況のなかでどのような計画改定を行っていくか、次の協議会からしっか

り考えていかないとならない。

ž 利用者も運転手も高齢化していく現状の中、上手くバスネットワークとタクシー・ハイ

ヤーを組み合わせながら、人のなり手も成立させながらと難しい計画改定になってい

くと思う。

ž 運輸支局の E 委員に、今後計画改定をしていく上での必要ポイントをアドバイスして

いただきたい。

E委員）

ž 課題抽出のために市民アンケートを実施していると思われるが、データ収集という観

点で市民アンケート以外に実施する予定はあるか。

ž 交通事業者の意見聴取も必要だと思うし、現在公共交通を利用されている人を対象に

聞くのも、市民アンケート調査結果とは違う結果が出ると思う。

事務局）

ž 市民アンケートについては、3000 人に向けてアンケートを実施。

ž 計画改定ということで前回のアンケートを踏襲した形で実施している。

ž 内容については、前回内容と同様に満足度調査、そして人員不足の課題に対して、各公

共交通の運転手のイメージ等についても聴取した。

ž 市民アンケートの他には、ちょい乗り白鳥台について地域の方に意見を聞きに行くこ

とを考えている。

有村会長）

ž 利用者への施策も必要だが、二種免許の取得に対する支援策など交通事業者に対する

施策も併せて検討し、反映していけたらと思う。



以 上

別紙


